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橋梁
社会インフラを代表する橋梁については日本
では1960年以降急速に整備された、一方
アメリカにおいては1930年代ニューディール政
策で整備が進んだ 図１
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ハイウェー整備は20世紀初めより整備が進
み21世紀には年間 ⒛兆円規模を投資し
ている

公共交通・上下水道整備は20世紀後半か
ら21世紀初めにかけて年間10兆円の投資
が行われてきた

水路交通・水資源については20世紀から2
兆円規模の投資が行われてきた 図2

日本に比べて30年先行して整備されたアメリカの社会インフラ
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道路
米国には 640万km 以上の道路がありそのうち約 480万km が田舎道、米国内すべての道路のうち
97% が州と地方自治体の管轄下にある
連邦管轄下にあるのは 21万7千km の主要道路の 内32% の道路の舗装状態が悪い

日本の全道路距離：令和3年3月31日現在で128万ｋｍアメリカの1/5

橋
アメリカ国内 607,380 橋の11% が構造的に強度不十分
平均的な建設後年数は 42 年
米国土木学会によるとアメリカ全土の橋の40％が建設から50年以上経過している

上水道

19世紀末から20世紀初頭にかけてアメリカの都市は形成され急速に上水道が普及し
100年を超える水道管が今も使われている
こうした水道管の破裂事故や漏水事故は年間24万件に及ぶ

日本の水道管破裂・漏水事故は年間2万件

米国における欠陥のある橋梁数

図3

アメリカのインフラの老朽化
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図9ドバイ

図１０歌舞伎町

図11ドバイ図11

米国のインフラ再建の方策
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図１０歌舞伎町

図11ドバイ図11

米国はまずBig Dataの構築を行い老朽化したインフラの危険度表示の中から選別して
改修するシステムを構築している
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1:老朽化したインフラの新設・維持・改修のための財源確保

歴代大統領による財源確保

2:ビッグデータの構築

橋や道路、港湾、空港の建設維持管理データの収集
GIS （地理情報を収集、整理、管理、解析、伝達の包括的なシステム）を構築しインフラの改修ランクを決める

3: インフラ設備を見る技術コンサルティングの認可制度整備
構造物非破壊点検、新素材開発、GIS・AIインターネット活用

高精度、低価格、効率的保守点検業務を実現
耐久性のあるインフラ素材・環境性に優れた高機能素材の開発

米国は現在インフラ再建の方策3つ掲げている
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渡邊記念財団シンポジュウム（平成26年12月）において技術同友会が研究発表

道路橋・トンネル・河川管理施設・
下水道管渠・港湾岸壁は2028年
には下水道管渠以外は建設後50
年以上経過する

日経新聞（2025年2月18日）によれば全国都
道府県の下水道管の耐久年数超えは2025年に
は10％に達する

下水道 橋梁
2010年全国の橋梁のうち164か所は
通行止め963か所は通行規制されている

日本の
インフラシステムに対するライフサイクル・エンジニアリングの可能性と人材育成

社会インフラ
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社会インフラを統括する組織はない

社会インフラについての調査・分析
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図１０歌舞伎町

図11ドバイ図11

ヒアリング

社会インフラに関するコメント
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図１０歌舞伎町
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老朽化した社会インフラの維持管理・更新が課題

             提言
インフラシステムに対し

ライフサイクル・エンジニアリング技術を適用する

新たな産業創生に繋げる制度整備、人材育成、新技術開発の
三つの視点から国土強靭化を図る
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図１０歌舞伎町

図11ドバイ図11
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図１０歌舞伎町
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インフラ施設の発注方式の転換

現在インフラ設備の整備は
計画は国又は地方自治体
測量・地質調査は民間コンサル
設計は土木設計事務所
工事は民間施工会社
点検調査は民間調査会社
改修は民間施工会社
フェイズごとに競争入札が
行われている

今後は計画は国又は地方自治体
測量・地質調査・設計を一本化して競争入札で発注し
工事・点検調査・改修を一本化して競走入札で発注する仕組みを
構築しなければならない。単年度予算で発注する仕組みの変革が必要になる
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西日本高速道路(NEXCO西日本)
2011年にNEXCO-West USA, Inc.を設立
同社の赤外線検査は、車載赤外線カメラを使用走行しながら点検できることから交通規制をせ
ず安全に短時間・低コストで高精度の検査を可能にした

日本企業・日本人設立のベンチャー企業が
米国での保守点検業務への参入成功例

漏水事故対策に2015年に日本人が作った水道管破裂予測を行うベンチャー企業
「フラクタ」がある
全米水道管敷設データに「安全・注意・危険」を色分けで表示し
事故の事前予測に役立てている

日本人企業家が上水道破損予測測定会社を設立
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図9ドバイ

紀元前2500年から1800年頃に栄えたインダス文明の代表的な
人類最古都市遺跡モヘンジョダロは高度な都市計画に基づき、
碁盤の目状に整えられた街路、下水道が整備されていた

ローマ帝国の都市インフラはヨーロッパ各地に残る水道橋と
張り巡らされた道路である

今までの都市インフラは橋梁・トンネル・道路・上下水道・河川港湾施設であったが
これからはインターネット・メタ貨幣環境・DX・IoTネットワークが都市インフラとして重要になる

都市インフラは文明

ドイツの哲学者シュペングラーは著書『西洋の没落』
の中で『あらゆる大文明は都市文明である』と言っている

都市インフラの構築はその国・文明の持つ
時代精神と価値観が現れる
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